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　収穫祭に経済交流都市の宮崎県都農町の皆さんが参加されました。
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予　

算

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

２
３
０
６
万
円
が
追
加
さ
れ
予

算
の
総
額
が
49
億
６
２
０
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
交
付
税　
　

１
１
０
０
万
円

・
福
祉
事
業
寄
付
金　

２
１
６
万
円

・
臨
時
財
政
対
策
債　

７
６
２
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
商
工
業
活
性
化
事
業
補
助
金

５
２
６
万
円

・
修
繕
料
（
道
路
橋
梁
維
持
費
）

　

２
６
４
万
円

２

　第２回定例会が９月１１日から１３日の間で

開催され、議案１０件、同意７件、認定１件、

報告１件、請願２件、意見書４件の審議を行い、

いずれも原案のとおり可決しました。
・審議した議案①　

　

■
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

21
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
２
億
３
０
７
８
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

■
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算　

（
第
２
号
）

　

１
０
５
７
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
５
億
３
７
５
７
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　

１
０
１
４
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金

１
０
５
７
万
円

◎
消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
た

　

水
道
・
下
水
道
料
金
の
見

直
し
は　
　
　
　
　
　

          

 

３

条　

例

　・審議した議案②　

■
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員

　

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

　

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制

　

定
■
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員

　

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
制

　

定

　

近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
受

け
て
、
地
方
自
治
体
で
は
臨
時
・

非
常
勤
職
員
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
任
用
根
拠
が
不
明
確
で
あ
る

な
ど
適
切
に
任
用
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
は
地

方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
し
て
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
を
創
設
し
、
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

各
自
治
体
が
様
々
な
法
的
根
拠
に

基
づ
い
て
任
用
し
て
き
た
臨
時
・

■
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

　

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

　

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

　

定

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
創
設

の
た
め
、
国
に
お
い
て
地
方
公
務

員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ

■
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

　

一
部
改
正

■
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改

　

正

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本
町
の

水
道
及
び
下
水
道
の
料
金
に
つ
い

て
も
増
税
分
を
上
乗
せ
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
町

の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
一
般
的
な
家

庭
で
は
次
の
よ
う
に
水
道
及
び
下

水
道
の
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

①
水
道
料
金

　

・
基
本
料
金
（
10
㎥
ま
で
）

　
　
　

１
６
８
７
円
（
31
円
増
）

　

・
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
）

２
８
３
円
（
５
円
増
）

②
下
水
道
料
金

　

・
基
本
料
金
（
10
㎥
ま
で
）

　
　
　

１
６
８
７
円
（
31
円
増
）

　

・
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
）

２
８
３
円
（
５
円
増
）

　

こ
の
条
例
は
令
和
元
年
10
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
10
月

分
の
料
金
に
つ
い
て
は
経
過
措
置

に
よ
り
現
行
料
金
で
算
定
し
、
11

月
分
か
ら
改
正
後
の
料
金
で
算
定

さ
れ
ま
す
。

10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
水
道

・
下
水
道
料
金
を
改
正

　

一
会
計
年
度
（
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
）
を
越
え
な

い
範
囲
で
任
用
さ
れ
る
職
員
。

　

第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
勤
務
す
る

職
員
、
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
す

る
職
員
で
す
。

非
常
勤
職
員
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
全
国
的
に
統
一
さ
れ

た
制
度
に
基
づ
き
任
用
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
本
町
に
お
い
て

も
嘱
託
職
員
な
ど
の
非
常
勤
職
員

が
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す

る
た
め
、
そ
の
勤
務
条
件
を
規

定
す
る
条
例
２
件
を
制
定
し
ま
し

た
。

■
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
務
省

の
印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要
領

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
町
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
町
民
の
方

が
婚
姻
等
で
氏
（
苗
字
）
が
変
更

に
な
っ
た
場
合
で
も
旧
氏
で
印
鑑

登
録
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
住
民
基

本
台
帳
に
旧
氏
が
記
載
さ
れ
て
い

る
必
要
が
あ
り
、
住
民
票
に
旧
氏

を
記
載
す
る
に
は
請
求
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
令
和
元
年
11
月
５

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び  

　

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

　

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改

正
に
伴
い
、
関
係
す
る
町
の
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

水
道
・
下
水
道
の　
　

　

料
金
が
変
わ
り
ま
す

 【
答
弁
】
今
回
の
条
例
改
正
は
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
も
の

で
、
使
用
料
・
手
数
料
の
中
身
に

踏
み
込
ん
だ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

旧
姓
で
の　
　
　
　
　

　

印
鑑
登
録
が
可
能
に

商
工
業
活
性
化
事
業

　

補
助
金
等
を
増
額
補
正

・
福
祉
事
業
基
金
積
立
金

　

２
１
６
万
円

と
に
伴
い
、
改
正
が
必
要
な
町
の

条
例
11
件
を
一
括
し
て
改
正
す
る

た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

水
道
へ
の
軽
減
税
率
の
適
用

に
関
す
る
議
論
は
国
が
行
う
こ

と
で
あ
り
、
水
道
は
飲
み
水
以

外
に
工
業
や
農
業
な
ど
に
も
使

用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
は
軽

減
税
率
の
対
象
に
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
の
方
針
で
全
国
的

に
水
道
・
下
水
道
事
業
へ
の
企

業
会
計
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
佐
呂
間
町
に
お
い
て
も

数
年
後
に
は
特
別
会
計
か
ら
企

業
会
計
に
移
行
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
予
算
の
不
足

分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
こ
と
で
賄
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
企
業
会
計
移
行
後
は

基
本
的
に
は
料
金
収
入
で
会
計

を
賄
う
こ
と
に
な
り
、
今
後
市

街
地
の
老
朽
化
し
た
水
道
管
の

布
設
替
え
な
ど
の
事
業
が
控
え

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
段
階

で
基
本
料
金
の
見
直
し
や
減
免

措
置
の
よ
う
な
、
水
道
料
金
の

引
き
下
げ
を
検
討
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
す
。



令和元年 ９月定例議会号令和元年 ９月定例議会号

議会だより　120 号議会だより　120 号 ４

・審議した議案③　

　

 

　

報　

告

５

■
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率

　

平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
審

査
意
見
書
と
と
も
に
報
告
が
な
さ

れ
、
財
政
健
全
化
審
査
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
が
黒
字
の
た
め
【
実

質
赤
字
比
率
】
に
お
い
て
は
比
率

な
し
、
【
実
質
公
債
費
比
率
】
も

早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
大
き

く
下
回
る
６
・
１
％
で
あ
り
、
【
将

来
負
担
比
率
】
も
算
定
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
本
町
の
財
政
は
健
全

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
審
査
で
は
、

簡
易
水
道
及
び
公
共
下
水
道
特
別

会
計
と
も
に
資
金
不
足
比
率
は
な

し
で
、
現
段
階
で
は
２
つ
の
企
業

会
計
と
も
経
営
は
健
全
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

■
２
０
２
０
年
度
地
方
財
政
の
充

　

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
は
、
社
会
保
障
へ

の
対
応
な
ど
果
た
す
べ
き
役
割
が

拡
大
す
る
中
で
、
防
災
・
減
災
対

策
な
ど
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
の
財
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な

る
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
が
求

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
客
観
的
に
表
し
、
健
全
化
や

再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
、

４
つ
の
財
政
指
標
の
総
称
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
を

料
金
収
入
と
比
較
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－

（１５．０）

－

（２０．０）

６．１

（２５．０）

－

（３５０．０）

健　全　化　判　断　比　率 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 備　　考

簡易水道特別会計 － 経営健全化基準

２０．０公共下水道特別会計 －

資　金　不　足　比　率 （単位：％）

（　）書きは早期健全化基準

請　

願

■
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地

　

域
と
し
た
特
定
最
低
賃
金
の
新

　

設
を
求
め
る
請
願

■
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と

　

し
た
特
定
最
低
賃
金
の
新
設
を

　

求
め
る
請
願

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
職
員

の
人
材
確
保
・
離
職
防
止
対
策
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
医
療
・
看
護
の
現
場
で
は

厳
し
い
労
働
環
境
と
低
賃
金
の
も

と
、
慢
性
的
に
人
員
不
足
で
看
護

師
の
地
域
偏
在
や
離
職
者
の
増
加

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
介
護
従
事
者
及
び
看

護
師
の
賃
金
底
上
げ
を
図
り
、
安

全
安
心
の
介
護
体
制
及
び
医
療
・

看
護
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
全

国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
低

賃
金
の
新
設
を
要
望
す
る
請
願
が

そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
ど
ち
ら
の
請
願
も
採
択
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
介
護
従
事
者
及

び
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と

し
た
特
定
最
低
賃
金
の
新
設
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
可
決
さ
れ
、
衆
参
両
院
議
長
及

び
関
係
大
臣
宛
に
提
出
い
た
し
ま

し
た
。

・
請
願
者

　

北
見
市
常
磐
町
５
丁
目
７
‐
５

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
勤
労
者
医
療
協
会

　

医
療
労
働
組
合

　

執
行
委
員
長　
　

 

古 

川 

太 

一

・
紹
介
議
員　
　
　

 

但 

木 

早 

苗

　

通
常
は
都
道
府
県
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
「
地
域
別
最
低
賃
金
」

が
、
産
業
や
職
種
に
関
係
な
く

全
て
の
労
働
者
と
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
特
定
の
産
業

に
つ
い
て
、
地
域
別
最
低
賃
金

よ
り
も
高
い
最
低
賃
金
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
、
都
道
府
県
ご
と
や
全

国
を
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
る

も
の
で
す
。意

見
書

　・審議した議案④　

■
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

　

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実

　

・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
を
活
用

し
た
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
林

整
備
の
推
進
や
、
森
林
資
源
の
循

環
利
用
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業

の
成
長
産
業
化
の
実
現
を
図
る
た

め
、
国
へ
必
要
な
財
源
の
確
保
と
、

森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加
工
・
流

通
、
利
用
ま
で
の
一
体
的
な
取
組

み
及
び
、
森
林
づ
く
り
を
担
う
人

材
の
育
成
に
必
要
な
支
援
措
置
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
を

可
決
し
、
衆
参
両
院
議
長
及
び
関

係
大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

◎
浜
佐
呂
間　

室 

井 

隆 

治　

氏

（
新
任
）

◎
永
代
町　
　

榎 

本　

  

彰　

氏

（
新
任
）

◎
西
富　

 

櫻 

井 

智 

恵 

子　

氏

（
新
任
）

◎
西
富　
　
　

池 

田 

弥 

奈　

氏

（
新
任
）

　

い
ず
れ
の
方
も
任
期
に
つ
い
て

は
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
と

な
り
ま
す
。認　

定

■
平
成
30
年
度
各
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
認
定

　

平
成
30
年
度
の
各
会
計
決
算
が

提
出
さ
れ
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
し
て
審
議
す
る
こ
と
と

し
、
９
月
12
日
開
催
の
委
員
会
に

お
い
て
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会

と
し
て
は
原
案
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

翌
13
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議

に
お
い
て
、
土
田
決
算
審
査
特
別

委
員
会
委
員
長
か
ら
各
会
計
決
算

を
認
定
す
る
旨
の
審
査
結
果
報
告

が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
７
～
９
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

め
ら
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
保
障
関
連

予
算
の
充
実
と
地
方
財
政
の
確
立

を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
大
臣
宛
に
提
出
い
た
し
ま
し

た
。

■
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　

審
査
会
委
員
の
任
命
同
意

　

個
人
情
報
保
護
等
に
関
し
て
の

不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
、

調
査
及
び
審
査
を
行
う
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
診
査
会
委
員

と
し
て
、
次
の
方
々
の
再
任
及
び

選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
永
代
町　
　

伊 

藤 

雅 

晃　

氏

（
再
任
）

同　

意

■
教
育
長
の
任
命
同
意

　

本
町
の
教
育
行
政
の
責
任
者
で

あ
る
教
育
長
と
し
て
、
次
の
方
の

再
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
宮
前
町　
　

仲 

川 

倫 

則　

氏

　　

任
期
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
４
年
９
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

■
教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
と
し
て
、
次
の
方
の

再
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
川
西　
　
　

平 
戸 
鉄 

也　

氏

　　

任
期
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
10

月
14
日
か
ら
令
和
５
年
10
月
13
日

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。
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■
農
業
に
つ
い
て

　

農
作
物
の
生
育
は
平
年
よ
り
進

み
、
秋
ま
き
小
麦
の
収
穫
作
業
は

８
月
１
日
に
終
了
し
、
作
付
面
積

６
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
は
「
小
麦
な
ま
ぐ
さ
黒

穂
病
」
に
よ
り
収
穫
前
に
廃
耕
と

し
ま
し
た
が
、
平
年
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ボ
チ
ャ
の
収
量
は
平
年
並
み

を
見
込
め
る
と
の
報
告
を
受
け
て

お
り
、
ビ
ー
ト
は
生
育
が
順
調
で

増
収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

牧
草
の
１
番
草
収
穫
は
平
年
並

み
で
し
た
が
、
２
番
草
は
成
長

期
の
高
温
・
少
雨
の
影
響
で
生
育

が
停
滞
し
減
収
と
な
り
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
は
、
平
年
並
み
の
収
量
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

酪
農
の
受
託
乳
量
は
、
大
規
模

農
業
法
人
で
搾
乳
牛
の
増
頭
が
進

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
生
乳
生
産
が

伸
び
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
体
販
売
に
つ
き
ま
し

町長行政報告

（要　旨）

■
漁
業
に
つ
い
て

　

外
海
ほ
た
て
漁
業
は
、
Ｃ
海
区

で
９
３
０
０
ト
ン
の
漁
獲
計
画
に

対
し
、
６
月
の
１
隻
23
ト
ン
体
制

か
ら
現
在
は
25
ト
ン
体
制
で
操
業

し
、
８
月
21
日
時
点
で
５
２
１
６

ト
ン
と
、
計
画
の
52
・
２
％
を
水

揚
げ
し
て
お
り
ま
す
が
、
麻
痺
性

貝
毒
に
よ
り
７
月
９
日
か
ら
19
日

ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
操
業
停

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
全
体
で
は
、
昨

年
度
実
績
26
万
６
千
ト
ン
に
対
し
、

本
年
度
29
万
５
千
ト
ン
と
対
前
年

比
１
１
１
％
の
計
画
で
操
業
し
て

お
り
ま
す
。

　

浜
値
は
、
キ
ロ
単
価
１
３
８

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

本
年
度
、
計
画
し
て
お
り
ま
す

主
な
工
事
と
委
託
の
事
業
件
数

に
つ
き
ま
し
て
は
、
39
件
で
事
業

費
の
総
額
は
５
億
７
７
０
０
万

円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
発
注
状
況
は
34

件
で
４
億
２
８
０
０
万
円
で
あ

り
、
発
注
率
は
件
数
で
87
％
、
金

額
で
は
74
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

・町長行政報告　

　

　　　　

　

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

次
の
契
約
が
締
結
さ
れ
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
水
道
管
移
設
補
償
工
事

①
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

②
契
約
金
額　
　

９
１
３
０
万
円

③
工
期　

令
和
２
年
３
月
10
日
迄

④
契
約
の
相
手
方

　

佐
呂
間
町
字
西
富
１
０
８
番
地

　

佐
呂
間
開
発
・
髙
橋
特
定
建
設

　

工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

　

佐
呂
間
開
発
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

 

中 

原 

敏 

晃

　

こ
れ
は
富
丘
に
あ
る
藤
見
橋
が

架
け
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

新
し
い
橋
に
水
道
管
を
移
設
す
る

た
め
の
工
事
で
す
。

　

第
２
回
臨
時
会
が
８
月
23
日

に
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
の
審

議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

区　　　分 最終予算額 歳入決算額 歳出決算額 収支差引

一 般 会 計 49 億 2,894 万円 49 億 5,607 万円 47 億 5,876 万円 1 億 9,731 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 3 億 39 万円 3 億 159 万円 2 億 9,052 万円 1,107 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8 億 3,591 万円 8 億 4,667 万円 8 億 3,337 万円 1,330 万円

公 共 下 水 道 特 別 会 計 2 億 4,017 万円 2 億 4,063 万円 2 億 2,882 万円 1,181 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 5 億 3,197 万円 5 億 4,315 万円 5 億 1,117 万円 3,198 万円

介護サービス事業特別会計 2 億 3,193 万円 2 億 3,595 万円 2 億 2,866 万円 729 万円

後期高齢者医療特別会計 8,964 万円 8,942 万円 8,900 万円 42 万円

合　　　計 71 億 5,895 万円 72 億 1,348 万円 69 億 4,030 万円 2 億 7,318 万円

平成３０年度決算状況

　

　

令
和
元
年
９
月
11
日
開
催
の
第

３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
一
般
会
計
及
び
６
つ
の
各
特

別
会
計
の
決
算
が
提
案
さ
れ
、
議

長
及
び
議
会
選
出
の
監
査
委
員

（
髙
橋
議
員
）
を
除
く
８
名
の
委

員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
付
託
し
て
審
査

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
に
開
催
し
た
特
別
委

員
会
で
は
委
員
長
に
土
田
議
員
、

副
委
員
長
に
但
木
議
員
を
選
任

し
、
12
日
開
催
の
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
町
か
ら
決
算
書
の
説
明

を
受
け
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
全

会
一
致
で
決
算
を
認
定
す
べ
き
と

決
定
し
、
特
別
委
員
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

　

翌
９
月
13
日
開
催
の
定
例
会
本

会
議
に
お
い
て
、
土
田
委
員
長
か

ら
決
算
を
認
定
す
べ
き
と
の
委
員

長
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
採

決
で
、
全
会
一
致
で
委
員
長
報
告

の
通
り
決
算
認
定
の
議
決
を
し
ま

し
た
。

自主財源（町税から財産収入まで）

※町が自主的に収納する財源

14 億 7,518 万円 (29.7%)

依存財源（地方交付税からその他まで）

※国や北海道などから交付される財源

34 億 8,089 万円 (70.3%)

地方交付税　
23 億 3,564 万円 (47.1%)

町債
 4 億 7,843 万円 (9.7%)

国庫支出金
 2 億 3,348 万円 (4.7%)

道支出金
 2 億 340 万円 (4.1%)

地方消費税交付金
 1 億 513 万円 (1.9%)

地方譲与税 9,533 万円 (1.9%)

その他 2,775 万円 (0.6%)

町税
7億 6,304 万円

(15.4%)

繰越金
 1 億 7,749 万円 (3.6%)

使用料及び手数料
 1 億 5,688 万円 (3.1%)

分担金及び負担金
 7,635 万円 (1.5%)

財産収入
 4,853 万円 (1.0%)

寄附金
 1 億 3,372 万円 (2.7%)

諸収入
 6,145 万円 (1.2%)

繰入金
 6,067 万円 (1.2%)

一般会計 歳入 （収入）

49 億 5,607 万円

総務費
　13 億 17 万円

(27.3%)
衛生費
 3 億 3,245 万円 (7.0%)

民生費
6億 1,218 万円

(12.9%)
公債費
 6 億 81 万円

(12.6%)

農林水産業費
 3 億 3,521 万円 (7.1%)

諸支出金
 3 億 6,358 万円 (7.6%)

商工費 8,352 万円 (1.8%)

議会費 6,199 万円 (1.3%)

消防費
 2 億 1,887 万円 (4.6%)

土木費
3億 5,823 万円 (7.5%)

教育費
4億 9,175 万円

(10.3%)

一般会計 歳出 （支出）

47 億 5,876 万円

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

ひとつずつ手作業で行われるカボチャの収穫

　・決算審査特別委員会①　

て
は
、
牛
肉
価
格
及
び
市
場
価
格

は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

円
の
計
画
に
対
し
、
平
均
単
価

１
８
０
円
で
推
移
し
て
お
り
、
輸

出
動
向
に
も
よ
り
ま
す
が
、
概
ね

計
画
を
達
成
で
き
る
見
通
し
で

あ
り
、
生
産
増
と
な
っ
た
ホ
タ
テ

加
工
製
品
は
歩
留
ま
り
が
良
く
、

昨
年
を
上
回
る
見
通
し
で
す
。

　

養
殖
ほ
た
て
漁
業
の
漁
獲

量
は
、
概
ね
計
画
ど
お
り
の

１
７
０
０
ト
ン
が
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
す
小
定
置
網
漁
業
の
漁
獲

量
は
、
８
月
21
日
現
在
で
対
前
年

比
１
１
２
％
の
47
ト
ン
と
な
っ

て
お
り
、
さ
け
定
置
網
漁
業
は
例

年
ど
お
り
９
月
４
日
か
ら
操
業

し
て
、
大
定
置
１
ヶ
統
、
小
定

置
１
ヶ
統
が
敷
設
さ
れ
、
本
年

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
中
部
地
区
の

秋
さ
け
来
遊
予
想
は
前
年
対
比

１
３
１
％
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
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９
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
決
算

審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
に
つ
い

て
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
質
問

と
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

決算審査

特別委員会

委員長報告

（要旨）

　

平
成
30
年
度
の
財
政
状
況
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
継
続
し
て
き

た
行
財
政
改
革
の
効
果
が
発
揮
さ

れ
、
健
全
な
状
態
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

国
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の

実
現
に
向
け
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
の
創
生
を
目
指
す
一
方
、
無

駄
を
排
除
し
予
算
の
重
点
化
を
図

る
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
様
な
中
、
本
町
の
自
主
的
・

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
く
た
め
、
健
全
な
財
政
運
営

を
進
め
る
べ
く
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
地
域
間
格
差
が
拡
大
し
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
の
中
、
今

後
の
財
政
運
営
は
、
事
務
事
業
の

費
用
対
効
果
の
検
証
・
点
検
を
行

う
と
と
も
に
、
国
・
道
の
助
成
制

度
の
活
用
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
、
将
来
世
代
に
過
度
の
負
担

を
残
す
こ
と
の
無
い
よ
う
に
努
め

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま

す
。

・決算審査特別委員会②　

　

　・決算審査特別委員会③　

　
　
　
　
　

来
年
度
以
降
、
定
年

退
職
し
た
職
員
を
再
任
用
職
員
と

し
て
雇
用
す
る
予
定
で
、
現
時
点

で
若
佐
支
所
及
び
浜
佐
呂
間
出
張

所
に
は
、
再
任
用
職
員
を
1
名
配

置
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

但木

　
　
　
　

　
　
　
　

加賀屋

　
　
　
　

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑
の
中
か
ら

　　　　　

　
　
　
　

　
　
　
　
加賀屋

　
　
　
　

　
　
　
　
船木

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

主
な
内
訳
と
し
て
、

報
償
費
を
約
７
万
８
千
円
支
出
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
管
内
青

少
年
育
成
推
進
指
導
員
の
会
議
参

加
費
用
及
び
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
標
語
応
募
者
へ
の
記
念
品

購
入
費
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

         

　
　
　
　
三田

　
　
　
　
　

平
成
30
年
度
の
利
用

数
は
１
１
１
２
人
で
す
。

　
　
　
　
　

共
用
部
分
の
修
繕
に

つ
い
て
は
、
職
員
が
確
認
す
る
か

入
居
者
の
方
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た

場
合
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
よ
る
修
繕
箇
所
の
確
認

は
、
定
期
的
に
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
天
候
な
ど
の
状
況
に
応
じ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

武
道
館
・
温
水
プ
ー

ル
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
の

園
、
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
さ
ろ
ま
、
夢

ふ
う
せ
ん
の
４
か
所
と
協
定
を
結

　
　
　
　

　
　
　
　

　

但木

　
　
　
　

　
　
　
　

　

主
に
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

乳
幼
児
な
ど
、
災
害
時
に
一
般

的
な
避
難
所
で
は
生
活
に
支
障

が
あ
り
、
特
別
な
配
慮
が
必
要

と
さ
れ
る
人
た
ち
を
受
け
入
れ

る
体
制
が
、
国
が
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
避
難
所
の
こ
と
で

す
。

　
　
　
　
　

胆
振
東
部
地
震
以
降

の
周
知
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
域
ご
と
に
福
祉
避
難

所
を
振
り
分
け
る
こ
と
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

災
害
時
に
福
祉
避
難

所
へ
の
避
難
が
必
要
な
方
々
に
つ

い
て
は
、
要
援
護
者
台
帳
に
よ
り

支
所
・
出
張
所
の
体
制

総
務
課
長

青
少
年
対
策
費
の
内
訳

総
務
課
長

経
済
課
長

キ
ム
ア
ネ
ッ
プ

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
状
況

公
営
住
宅

共
用
部
分
の
修
繕　

建
設
課
長

災
害
時
の
福
祉
避
難
所

総
務
課
長

総
務
課
長

副
町
長

難
病
患
者
等
へ
の

交
通
費
助
成

　
　
　
　

　
　
　
　

　

但木

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

治
療
通
院
交

通
費
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
病
院

に
行
っ
た
場
合
に
病
院
で
証
明
を

も
ら
い
、
公
共
交
通
機
関
を
使
用

し
て
い
れ
ば
そ
の
料
金
を
、
自
家

用
車
を
使
用
し
て
い
れ
ば
距
離
数

に
単
価
を
乗
じ
た
額
を
助
成
し
て

保
健
福
祉
課
長

モ
モ
ち
ゃ
ん

L
I
N
E

ス
タ
ン
プ

　
　
　
　

　
　

　
　三田

　
　
　
　

　
　
　
　
　

直
近
の
件
数
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
春
の

段
階
で
は
７
０
０
件
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

経
済
課
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
導
入
成
果

　
　
　
　

　
　
　
　
但木

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

若
佐
小
学
校
で
は
シ

ン
デ
レ
ラ
夢
に
参
加
す
る
際
の
か

ぼ
ち
ゃ
の
栽
培
に
つ
い
て
、
地
域

の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
な
ど

し
て
お
り
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な

形
で
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
、
充
実
を
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
長

　

学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を

合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組

む
た
め
、
保
護
者
の
代
表
や
地

域
住
民
を
委
員
と
す
る
学
校
運

営
協
議
会
を
設
置
し
、
協
議
会

が
学
校
の
運
営
方
針
に
対
し
て

意
見
し
た
り
承
認
を
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
制
度
で
す
。

　
　
　
　
　

１
名
体
制
で
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

い
ま
す
が
、
本
人
が
運
転
で
き

な
い
た
め
家
族
が
送
迎
し
た
場
合

も
、
そ
の
分
の
距
離
数
に
単
価
を

乗
じ
た
額
で
助
成
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
把
握
し
て
い
る
中
で
、
家

族
が
送
迎
を
し
て
い
る
方
は
お
り

ま
せ
ん
。

び
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。

整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
地

域
担
当
員
（
※
町
内
各
地
域
に
数

名
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
、
そ
の

地
域
を
担
当
す
る
町
職
員
）
が
把

握
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
対
象
者
の
方
々
が
実
際
の

災
害
時
に
福
祉
避
難
所
に
避
難
す

る
か
ど
う
か
は
、
地
域
担
当
員
と

自
治
会
・
町
内
会
で
判
断
し
て
、

避
難
所
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
い
い
の
か
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご存知でしたか、モモちゃん LINE スタンプ

但木
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令
和
元
年
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月

11

　・議会の活動状況

議会ニュース議会ニュース

■
８
月
９
日
（
金
）

◎
議
会
活
性
化
等
特
別
委
員
会

■
８
月
20
日
（
火
）

・
議
会
広
報
研
修
会
（
札
幌
市
）

■
８
月
23
日
（
金
）

◎
議
会
運
営
委
員
会

◎
佐
呂
間
町
議
会
第
２
回
臨
時
会

◎
全
員
協
議
会

■
８
月
26
日
（
月
）

◎
別
海
町
議
会
・
産
業
建
設
常
任

　

委
員
会
行
政
視
察
調
査
受
入

■
８
月
27
日
（
火
）

・
網
走
地
方
森
林
・
林
業
・
林
産

　

業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
連
絡

　

会
総
会
（
北
見
市
）

■
８
月
29
日
（
木
）

◎
産
業
文
教
常
任
委
員
会

■
８
月
30
日
（
金
）

◎
総
務
福
祉
常
任
委
員
会

■
９
月
10
日
（
火
）

◎
議
会
運
営
委
員
会

■
９
月
11
日
（
水
）

◎
佐
呂
間
町
議
会
第
３
回
定
例
会

８
月
26
日
、
根
室
管
内
別
海
町

議
会
の
産
業
建
設
常
任
委
員
ら

７
名
が
来
町
し
、
別
海
町
で
の

養
殖
漁
業
振
興
の
参
考
と
す
る

た
め
、
佐
呂
間
漁
業
協
同
組
合

を
訪
れ
、
サ
ロ
マ
湖
に
お
け
る

カ
キ
や
ホ
タ
テ
の
養
殖
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
、
ホ
タ
テ
の

加
工
施
設
を
視
察
さ
れ
ま
し

た
。

■
10
月
２
日
（
水
）

・
遠
紋
地
区
市
町
村
議
会
議
長
会

　

府
県
行
政
委
託
調
査
（
大
分
県
）

■
10
月
３
日
（
木
）

・
遠
紋
地
区
市
町
村
議
会
議
長
会

　

府
県
行
政
委
託
調
査
（
熊
本
県
）

■
10
月
７
日
（
月
）

・
道
東
４
地
区
管
内
町
村
議
会
議

　

長
会
連
絡
協
議
会
（
帯
広
市
）

■
10
月
17
日
（
木
）

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

◎
議
会
活
性
化
等
特
別
委
員
会

■
10
月
28
日
（
月
）

・
道
内
行
政
調
査
（
猿
払
村
）

■
10
月
29
日
（
火
）

・
道
内
行
政
調
査
（
沼
田
町
）

■
10
月
30
日
（
水
）

・
道
内
行
政
調
査
（
秩
父
別
町
）

議
会
広
報

研
修
会
に
参
加

別
海
町
議
会
が

視
察
来
町

◎
決
算
審
査
特
別
委
員
会

◎
産
業
文
教
常
任
委
員
会

◎
総
務
福
祉
常
任
委
員
会

■
９
月
12
日
（
木
）

◎
決
算
審
査
特
別
委
員
会

■
９
月
13
日
（
金
）

◎
議
会
運
営
委
員
会

◎
佐
呂
間
町
議
会
第
３
回
定
例
会

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

■
10
月
31
日
（
木
）

・
道
内
行
政
調
査
（
浦
幌
町
）

阿部組合長の説明に熱心に耳を傾けていました

　

８
月
20
日
、
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
全
道
議
会
広
報
研
修
会

に
、
本
町
か
ら
５
名
の
議
会
広

報
特
別
委
員
と
議
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
「
月
刊
総
務
」

編
集
長
の
豊
田
健
一
氏
を
講
師

に
、
「
読
者
目
線
で
親
切
な
広

報
誌
を
作
る
に
は
」
と
の
テ
ー

マ
で
講
義
を
受
け
た
後
、
道
内

の
町
村
議
会
が
実
際
に
発
行
し

た
広
報
誌
を
用
い
て
、
講
師
が

改
善
点
を
指
摘
す
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
行
わ
れ
、
大
変
参
考
に
な

る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

今後も読みやすい広報誌の作成に努力します

　　
　

但 木 早 苗　議 員

町
長
…
運
転
免
許
返
納
後
の
交
通
対
策
に
つ
い
て

　

検
討
進
め
る
が
、
現
状
以
上
の
対
応
は
難
し
い

　　

　　

一 般 質 問一 般 質 問

　１名の議員が一般質問を行いました。

　（紙面の都合上、質問と答弁は要約しています）

　

今
後
の
介
護
保
険
制
度
で
は
、

介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
施
策

の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
加

齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

も
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

対
象
と
な
る
高
齢
者
の
実
態
に
つ

い
て
は
的
確
に
把
握
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
実
態
把
握
の
た
め
、

福
祉
・
介
護
関
係
者
に
よ
る
地
域

ケ
ア
会
議
で
の
協
議
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
向
け
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
の
返
納
に
つ
い
て

は
、
地
域
性
や
家
族
構
成
、
身
体

の
状
況
な
ど
様
々
な
事
情
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
概
に
年
を
と
っ
た

ら
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
、
状
態
に
お

い
て
自
ら
の
判
断
、
ま
た
は
家
族

や
身
近
な
方
に
相
談
し
た
中
で
、

返
納
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

　

現
在
は
自
動
車
の
自
動
運
転
の

研
究
開
発
も
盛
ん
に
な
り
、
新
車

へ
の
自
動
ブ
レ
ー
キ
搭
載
を
義
務

づ
け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
旨

の
報
道
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
か

ら
運
転
免
許
証
の
返
納
を
促
す

状
況
に
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
高
齢
者
の
方
か
ら
町
へ
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
方
の
状

況
を
見
て
必
要
が
あ
れ
ば
返
納
し

た
ほ
う
が
い
い
と
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

運
転
免
許
返
納
後
の
交
通
対
策

の
検
討
は
今
後
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
と
ふ

れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
等
に
よ
り
町
内

く
ま
な
く
網
羅
し
て
お
り
、
こ
れ

以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
り
、
現
在
の
状
況

が
、
高
齢
者
福
祉
の
部
分
で
大
き

く
後
退
し
て
い
る
と
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。　

　

令
和
元
年
９
月

令
和
元
年
10
月
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
食
欲
の

秋
、
芸
術
の
秋
と
楽
し
い
こ
と
や

お
い
し
い
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

こ
の
季
節
、
今
年
は
も
う
ひ
と
つ

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
の

が
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

　

ル
ー
ル
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
く

て
も
、
ス
ク
ラ
ム
で
は
力
が
入
り
、

流
れ
る
よ
う
な
横
パ
ス
に
は
何
と

綺
麗
な
事
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

日
本
チ
ー
ム
の
快
進
撃
が
続
く

中
、
に
わ
か
フ
ァ
ン
も
増
え
て
い

る
と
か
、
も
う
少
し
ラ
グ
ビ
ー
の

テ
レ
ビ
観
戦
が
楽
し
め
そ
う
だ
。

　

さ
て
ス
ポ
ー
ツ
は
観
る
だ
け
の

私
の
元
に
健
康
診
断
の
結
果
が
届

き
、
所
見
に
「
食
生
活
に
注
意
し

運
動
を
心
が
け
」
と
書
か
れ
て
い

た
が
、
な
が
ら
運
動
も
チ
ョ
イ
ト

レ
も
続
か
な
い
自
分
が
情
け
な

い
。

　

こ
こ
で
一
念
発
起
、
１
年
後
の

検
診
に
向
け
取
り
組
ん
で
み
よ

う
、
継
続
は
力
な
り
!!

町で輝いている人たちを紹介します

「藤朋流大正琴」

　

私
た
ち
藤
朋
流
大
正
琴
は
、
平
成
22
年
に
佐

呂
間
支
部
を
開
設
し
て
以
来
10
年
目
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
９
名
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
を

中
心
に
、
年
に
１
度
の
本
部
（
釧
路
）
で
の
演

奏
会
、
佐
呂
間
町
文
化
祭
、
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
、
町
内
施
設
の
慰
問
等
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

大
正
琴
は
、
歌
謡
曲
・
演
歌
・
ポ
ッ
プ
ス
・

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
・
唱
歌
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
編
曲
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
演
奏
が

出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

自
分
の
弾
い
て
み
た
い
曲
を
楽
し
む
も
良
し
、

練
習
を
重
ね
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
挑
戦
す
る
も

良
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
で
大
正
琴
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

老
若
男
女
が
楽
し
め
る
楽
器
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

藤
朋
流
大
正
琴　

佐
呂
間
支
部

杉
本　

久
美
子

但木　早苗

編 集

みんなの笑顔で
まちを元気に！ Vol.23

■
藤
朋
流
大
正
琴
活
動
状
況

　
練
習
は
毎
月
４
回
、
内
１
回

は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
通
常
練
習
と
は
別
に
、
個
人

練
習
を
希
望
さ
れ
る
方
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

◎
通
常
練
習

　
水
曜
日
・
木
曜
日

　
場
所
：
杉
本
宅

　◎
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
練
習
　

　
月
１
回
（
不
定
期
）　

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

　
※
町
民
セ
ン
タ
ー
で
の
練
習

　
　
は
見
学
可
能
で
す
。

演奏会

演奏会

練習後のお茶飲みタイムも楽しいひとときです。


